公益社団法人　自動車技術会　関東支部学生自動車研究会
第二回　学自研学生委員会　議事録
2015年6月　日
文責：筑波大学　筒井
1. 概要
日　時：2014年5月30日（土）10:00～12:00
場　所：工学院大学　新宿キャンパス　5階B-0563

参加者：　神奈川工科大学　廣野・丸山（雄）・山田・田中
工芸院大学　足立
　　　　　芝浦工業大学　堀江
中央大学　加茂川
　　　　　筑波大学　筒井
　　　　　東京農工大学　武藤・丸山（永）
　　　　　日本大学　畠山・野澤・千葉・野口
　　　　　横浜国立大学　亀井
(大学名50音順・敬称略・OP会員略)
2. 配布資料
　・事前資料
　・会計連絡事項
　・企画プレゼン資料
　（エアバッグ体験会, DS見学会, ホンダジェット見学会, i-road試乗会, リニアモーターカー見学会, アライヘルメット見学会, NEXCO見学会, モビリタ試乗会）
3. 議題
3.1 会計報告
・事前資料に沿い, 今年度の費用申請の方法について説明を行った.
3.2 広報活動について
・新役職「広報」の活動について
・twitter, facebook等のSNSの活用
・まずはtwitter, facebookによる広報活動の試験運用を決定
3.3 企画調査報告及びプレゼン発表
・事前に調査してもらった企画についてプレゼンを行った.
・企画の概要は配布資料参照. 以下, 会議中に出た意見をまとめる.
1 エアバッグ体験会
・「エアバッグの体験」とは何をするのか, 主眼はどこに置くのか
・エアバッグの作動実験等の見学, あるいは実際に車にのりエアバッグが作動
した際の体験ができれば, 貴重な経験になるだろう.
・エアバッグそのものの体験ではなく, 装置による衝撃体験という手段も.
2 ドライビングシミュレータ見学会
・トヨタ自動車の見学会は3年前にも実施. その際の企画を参考に企画を練る.
・東京農工大学のDSの見学会も以前実施したため, 参考になる可能性あり.
・余談として「TVC」を取り上げた
・DSやTVCの他, 見学できるような施設はあるのか
・トヨタは機密性が高く, 見学にあたっての「熱意」をどう伝えるかが重要になる.
・「乗って何を得るのか」, 「乗った上で, 何を見たい, 知りたいのか」といった部分で, 皆が目指すテーマを定める必要がある.
3 ホンダジェット見学会
・「見学」という企画であったが, ホンダジェットは2015年にはもう日本にこないことが調べからわかった.
・埼玉県和光市で航空機エンジンの公開は行っている.
・開発現場の見学ならば実現可能性は高いかもしれない.
・「自動車技術」から「航空機技術」へどうフィードバックされたのかについて詳しく聞けるとよいのではないか.
・開発現場自体をみるだけでは, 参加者のフィードバックには大してならないだろ
4 i-road 試乗会
・試乗会は「学自研」としてではなく, 「一般」としてでも参加可能であるため, 学自研として参加するのであれば, 見る・乗るだけではなく何か＋αが欲しい.
・どんなことがしてみたいか意見を招集する.
・開発技術そのものより, この発想に至るまでの話を聞くほうが有意義ではないか.
・i-roadを借りることができるのであれば, テーマを決めて検証を行ってみることで, 学術的にも有意義な内容になると考えられる.
5 リニアモーターカー見学会
・リニアモーターカーに含まれる, 既存の乗り物とは違う工夫を知る.
・見学をメインに据え, あわよくば乗れれば良い.
・人を乗せてもらうのは難しいかもしれないが, 走行試験の際にカメラを乗せてもらうことはできるかもしれない.
6 NEXCO
・同じような企画を支部の企画で行っている
・委員会のあとに無料出張講座を企画する案
7 モビリタ試乗会
・店員に対して,　対象をどこまでとるのか.　また, 広報をどのように行うのかを考える.
・去年までの「安全運転研究」との違いはどこか.
・恒例である安全運転研修と両方の実施は可能か.
・警察とメーカーが実施する研修が, どのように異なるのか知ることができる.
8 アライヘルメット
・担当欠席
4. 次回委員会
4.1 開催日程
場所：　未定
開催時期：　6月27日（土）　13:00～15:00を予定
4.2 次回内容
・企画担当決め
・企画揉み：　
・今回のプレゼン担当者は企画書を作成.（〆切6/13）　
